
 県立病院の維持存続や原発再稼働な

どが争点となった新潟県議会議員選挙

で、馬場ひでゆき候補は並みいる強豪

の中で大奮闘し、堂々第３位で当選し

ました。 

 馬場候補は、県立病院を今のまま確

実に残すことをはじめとした医療政

策、介護現場の労働条件の改善、ひ

とり親や子育て世帯への支援の強

化、大軍拡･大増税ストップなどの

政策を掲げ、広い市民の共感を得る

中で支持を大きく広げました。 

 上越市区では、これまでの自民

過半数の現状を打ち破り、市民連

合とともに歩んできた３人の当選

で与野党逆転を実現しました。 
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連 橋爪 法一 (吉川区代石) 
絡 上野 公悦 ( ) 
先 平良木哲也 (上中田(金谷区)) 

上越保健所管内新型コロナ感染症 

感染者発生状況（3月26日現在） 

４／２～４／８ 

感染者総数    111人(前週－71) 

１日平均    15.9人(前週－10.1) 

 当選発表後、馬場ひでゆき新県議はさっそく県政に向け

た決意を語りました。 

 その中で馬場氏は、｢２月１日の立候補表明以来、短期

間ではあったが全力でかけぬけてきた。推薦を受けた日本

共産党、家族や兄弟など親戚、地元高士地区の多くの人た

ち、小中高の同級生など、みんなが総力戦でたたかったこ

とが勝因だ。私はこの選挙の中で、保守の方ともきちんと

対話しようと心がけてきた。これからもその姿勢を貫き、

広い市民の皆さんと対話する中で願いをつかみ、これまで

訴えてきた介護･医療･子育て支援･災害対策など、政策の実

現に全力を挙げたい｣と語りました。 

順位 候補者氏名 得票数 

１ にれい辰雄 16,660 

２ 牧田まさき 12,186 

３ 馬場ひでゆき 11,716 

４ さいきょう四郎 11,263 

５ つちだ竜吾 10,671 

  さくらば節子 9,536 

得  票  数  計 72,032 

無 効 投 票 数 798 

投 票 総 数 72,830 

投票用紙持帰り 3 

投 票 者 数 72,833 

    選管確定 


